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＜あらまし＞オンライン診療が整備される中，遠隔看護が注目され，看護職は ICTの技術を用
いた看護実践を果たす役割が期待されている．そのため，看護基礎教育から遠隔看護を見据え

た「遠隔看護コミュニケーションスキル」の獲得を目指した教育が急務となる．そこで本稿で

は，看護学生を対象とした遠隔看護におけるコミュニケーションスキルの獲得を目指した学習

教材として，Virtual Reality（以下 VRとする）を取り入れた教材を提案する． 
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1. はじめに 

近年，在宅医療や慢性期看護において遠

隔看護の実践報告は増えており，今後，看護

職は，ICT の技術を用いた看護実践を果た
す役割が期待されている．一方，看護系大学

の看護基礎教育におけるシラバスでは，遠

隔医療の単語抽出は 4 大学，遠隔看護は 1
大学のみで，学びの機会は僅小であると報

告され（豊増ら，2018)，国内での教育体制
は整っていない現状がある．米国において

も遠隔看護が普及するにつれ，免許取得前

の看護学生への看護プログラムとして組み

込む必要性が示唆されている（Lisuter M et 
al., 2018）. 
そこで本稿では，現在開発中の看護基礎

教育における遠隔看護に必要なコミュニケ

ーションスキルの獲得を目指した学習プロ

グラムの一つとして，VRを取り入れた学習
教材を提案する． 

 
2. 用語の定義づけ 

「遠隔看護」本研究では，モニタ画面を介し

た状況で，遠隔看護コミュニケーションス

キルを用いた，観察や看護相談，保健指導を

行うこととする．また，「遠隔看護コミュニ

ケーションスキル」は，日本在宅ケア学会

（2020）より，12の技法が提示されており，
本研究においてもそれらの技法を遠隔看護

コミュニケーションスキルとする．（会話の

衝突を避け順番に話す，画面上の動作はゆ

っくり大きくなど） 
 

3. 学習教材の設計について 

3.1 先行研究からの位置付け 

看護学生を対象としたコミュニケーショ

ン育成方法では，プロセスレコードやロー

ルプレイを用いたものが多く，遠隔看護コ

ミュニケーション能力育成に関する報告は

国内では見当たらない．遠隔看護では，モニ

タ画面を介するため，より言語的・非言語的

コミュニケーションを活用するスキルが求

められる．海外におけるナースプラクティ

ショナーの教育では，遠隔医療のエチケッ

トとして，アイコンタクトなどのコミュニ

ケーションが確実にとれるよう教訓的な講

義や不適切なやりとりのビデオ等の教育例

が示された報告(Rutledge CM et al.,2017)
などがみられたが，数は少ない．また示され

た教育例は，教育工学的手法を用いている

かの言及はなく定かではない．そのため，遠
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隔看護コミュニケーションスキルの獲得に

向け，学び方を支援する必要がある．そこで

本研究では，近年注目を浴びている VRの技
術を取り入れ，効果的な学習環境となるよ

うメリルの第一原理を用いた学習デザイン

を基に教材を検討する． 
3.2 VR教材の概要 

VR教材と学習デザインの関係：VRの技
術を取り入れることで遠隔看護でのコミュ

ニケーションが体感できる教材になりうる

可能性があるが，その特性を活かす必要が

ある．そこでメリルの第一原理の要素から，

一つ目の現実に起こりそうな課題に挑戦さ

せる課題とした．学習者を引き込む効果が

持て，その後のプログラムへ誘う役割が期

待できると考え，学習プログラムの開始時

の導入体験とし，教材１として位置付けた． 
なお，開発中の学習プログラムは他に 2つ

の教材を予定し， e-Learningでの独習（教
材 2）と地域住民の方とのオンライン面談演
習（教材 3）を組み合わせている． 
場面設定：学習者は，新人看護師として先

輩看護師のオンライン面談の様子を隣で見

学参加している場面とした．映像は，学習者

が実際の様子を当事者感覚で参加できるよ

うに実写とした．事例は 2事例とし，先輩看
護師の遠隔看護コミュニケーションスキル

の実践見学では，できているスキルと改善

が必要なスキルを弁別することが求められ

る内容とした． 
使用機器：カメラは，RICOH THETA Z１

（リコー株式会社）とし，オンライン面談は，

Web会議サービス Zoom（Zoomビデオコミ
ュニケーションズ）を用いて撮影をした． 
動画の視聴方法：数分間に編集（FINAL 
CUT Pro）した動画を YouTubeの限定配信
で視聴し，視点の切り替えはマウス操作で

行い，オンライン面談での所作やモニタ画

面に写っている看護師・患者の表情など学

習者が自由に見られるようにした． 
 
4. 今後の展開 

現在作成中の VR 教材は 2 パターン作成
しており，看護師・患者の一方が話をする時

に 1 名がモニタ画面に写る設定と，双方が
同時に写る画面設定としている．（写真 1.2）
現時点では双方の表情が見られる画面設定

にする方が効果的だと考えているが，人物

像が小さくなり，非言語的コミュニケーシ

ョンが捉えにくい可能性もある．今後，カメ

ラ位置や画像の明るさ等の改良を加え，教

材 2 と 3 を連動させたトライアル調査を行
い，運用を目指していく必要がある．  

    写真 1 1名配置画面 

    写真２ ２名配置画面 

 

5. おわりに 

本稿では，看護基礎教育における遠隔看

護コミュニケーションスキルの獲得を目指

した学習教材として，VRを取り入れた学習
教材についての提案を行った．研究を通し

て遠隔看護コミュニケーションスキルの獲

得に向けたデザイン原則を考えていきたい． 
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